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論　　文　　の　　要　　旨

　クワノメイガGZツ助o6θ3〃oα眺Wa1kerはクワの葉を唯一の寄生植物とするメイガ科ノメイガ亜

科の害虫で，農薬を使用できないため養蚕農家にとってはカミキリムシ類と共に防除の困難な種であ

る。雌成虫はカワの葉のカイロモソ（産卵刺激物質）を識別しており，クワの葉以外には産卵しない

が，葉の抽出物を炉紙に塗布して与えると産卵させることが出来る。そこで産卵刺激活性のあるクワ

生葉のアセトソ抽出物を材料として，炉紙に塗布して供試試料を雌成虫に与える“炉紙生物試験法’’

でモニターしながら，このカイロモソの単離・構造決定・合成による同定を行った。活性物質は既に

クワのファイトアレキシソとして知られる既知物質であったので，健全葉と人為的に付傷させた葉の

アセトソ抽出物中の産卵刺激物質の含量を定量して比較した。付傷させた葉に産卵刺激物質が多く存

在し，健全葉より高い産卵刺激活性があることを確認した。その結果の概要は次の通りである。

　　　　粗精製と産卵刺激活性

　クワ生葉のアセトソ抽出物（0，001g1e／f．p．r炉紙当りグラム葉当量」で活性）を液一液抽出し，

水層と工一テル層に分画した。活性はそれぞれ0．1g1e／f．p．，0．01g1e／f．p．であった。混合すると元

の活性に戻ることから，両老間に共力作用を認めた。さらに工一テル層は桂酸カラムクロマトグラフ

法（SiOrLC）により分画し，ヘキサソ：工一テル（1：1）溶出部と工一テル溶出部に活性

（0．01g1e／f．p．）を認めた。

　　　　ヘキサソ：工一テル（1：！）溶出部の産卵刺激物質の追跡

　ヘキサソ：工一テル（1：1）溶出部をSiO・一LCで精製し，クロロホノレム1メタノール混液で溶

出すると，ユ％メタノーノレ分画に活性を認め，この活性部を逆相カラム（○DS一シリカ）で精製し，

活性化合物（化合物1と仮に命名，0．01g1e／f．p、で活性）を単離した。化合物1およびそのアセチル
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化物の機器分析の結果から，その構造を2一（3’，5’一dihydroxy－4㌧pr㎝y1pheny1）一6－

hydmxybenzofuranと推定した。この化合物はクワの葉に産生するファイトアレキシソのモラツソC

（moracin　C）として既知である。モラシンCを6一メトキシベンゾフラソとレゾルシソから全8行程

で合成したところ，機器分析および生物試験結果が天然物と一致し，化合物1をモラシソCと同定し

た。さらにヘキサソ：工一テル（1：ユ）溶出部には，モラシソC以外に0．01g1e／f．p．で活性を

示す化合物はなく，この溶出部の産卵刺激活性成分はモラシソCのみであると結論した。生葉1グラ

ム当り収量は，クワ生葉6．0㎏およびユ0．2㎏の抽出物からそれぞれ18．5μg，ユ7．0μgであった。

　　　　工一テル溶出部の産卵刺激物質の追跡

　工一テル溶出部の活性は，さきのヘキサソ：工一テル（ユ11）溶出部とは対照的に複数化合物の

共力作用により発現した。すなわち，工一テノレ溶出部のSiO。一LCで得た活性画分（クロロホルム：

メタノール（9γ：3）溶出部）をODSカラムで分画し，含水メタノールで溶出した。その結果70％メ

タノール溶出部にのみ弱活性（O．1g1e／f．p．）を認め，これに単独では不活性な50％および70％メタ

ノール溶出部を混合し，初めてもとの活性（0．01g1e／f．p．）に回復した。両溶出部の共力成分及び

70％メタノール溶出部の活性成分を追跡し，70％メタノール溶出部の主成分はモラシソN（不活性）

とモラカルコソA（1．0g1e／f．p．で活性）であった。しかし，70％メタノール溶出部の活性（0．1

g1e／f．p．）は説明できなかった。この共力成分は今後の検討課題である。

　　　　アセトソ抽出物中の他のモラシン類とモラシソM

　モラシソ類は，ヘキサソ：工一テル（1：！）溶出部よりモラシソNを，工一テル溶出部より新規

化合物ω一ヒドロキシモラシソN（いずれも不活性）を同定した。一方，本研究の試料中にはなかっ

たが，モラシソ類の基本化合物である合成モラシンMは，モラシソC（0．2μg／f．p．で活性）には劣

るが，！0μg／f．p．で活性を示した。このことはモラシソCおよびNは，モラツソMのプレニル化され

たもの，ω一ヒドロキシモラシソNはモラシソNのメチル基の一つがヒドロキシメチル基化されたも

のであり，産卵刺激活性と構造との相関関係を考える上で興味深い。

　　　　人為的な葉の付傷と産卵刺激活性の増加およびモラシソCの産生

　健全葉と人為的に付傷させた葉のアセトソ抽出物についてモラシソC含量を測定した。前老には検

出されず，後者はグラム生葉当り1．6μgであった。また生物試験の結果からは，付傷葉のアセトソ抽

出物（0，01g1e／f．p．で活性）は健全葉のそれ（0．1g1e／f．p．で活性）よりも，10倍高い活性を与え

た。従って，付傷によるファイトアレキシソの一種であるモラシソCの産生は，付傷により増加し，

その存在はガの産卵を刺激すると結論した。

　本来寄主植物は物理的な傷害や菌類による加害から身を守るために，抗菌性物質などの機能物質を

生産している。本研究は害虫がこの物質の存在を産卵刺激物質として利用しているという事実，転じ

て寄生植物の側からみれば“弱り冒にたたり目”の生態学的関係が存在することを明らかにした。近

年種々の鱗翅目昆虫について産卵刺激物質の研究が報告されているが，活性物質が植物側から見た場

合に，ファイトアレキシソと一致する化合物の例はない。食害きれた葉への産卵が多いこと，台風な

どで物理的に葉が傷ついた時に大発生することが経験的に知られている。本研究の結果からそれらの
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現象をよく説明できる。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は単食性でクワの害虫であるクワノメイガG1ツ助o加〃oα胱Wa1keζがクワの葉がないと

産卵しない理由を，クワの葉の中に産卵刺激物質が存在するものと考え，単離・構造決定し，有機化

学的に説明することに成功したものである。主な活性物質は，クワのファイトアレキシソとしてすで

に同定されているモラシソC（2一（3’，5’一di－hyホoxy－4’一prenylpheny1）一6－

hydroxybenzo圭uζan）であることを，合成物の生物活性を確認して同定した。さらに弱い活性を持つモ

ラカルコソAと不活性ではあるがモラシソNおよび新規同族体ω一ヒドロキシモラシソN（不活性）

を同定した。一方，モラシソCは健全な葉には存在せず，傷をつげたクワに産生することおよび傷を

つけた葉の抽出物に強い産卵刺激活性があることを確認した。これらの結果は，寄主のファイトアレ

キツソの一部が単食性の害虫の産卵刺激勧質と一致する，いわば寄主植物にとっては“弱り昌にたた

り目”の関係であるという新しい化学生態学的な概念を打ち立てたことは，非常に高く評価できる。

　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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